
JP 2016-504073 A 2016.2.12

10

(57)【要約】
　医療機器サブシステムのユーザーから医療データを受
信する機能を果たす第一のアプリケーションを実行する
演算装置に動作可能に接続された、例えば、体温計など
の医療機器；該演算装置および該第一のアプリケーショ
ンから医療データを受信し、第三者情報源からの医療デ
ータを受信し、そして該医療データをコンテクスト化さ
れた医療データへと集約および分析するように構成され
たデータ保存場所；ならびに、該コンテクスト化された
医療データを受信する機能を果たす第二のアプリケーシ
ョンを含む医療機器サブシステムを含む、モバイル対応
医療システムを提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療機器サブシステムであって、該医療機器サブシステムのユーザーから医療データを
受信する機能を果たす第一のアプリケーションを実行する演算装置に動作可能に接続され
た医療機器を含む該医療機器サブシステム；
　該第一のアプリケーションから医療データを受信し、第三者情報源から医療データを受
信し、そして該医療データをコンテクスト化された医療データへと集約および分析するよ
うに構成されたデータ保存場所；ならびに、
　該コンテクスト化された医療データを受信する機能を果たす第二のアプリケーション、
を含む、モバイル対応医療システム。
【請求項２】
　該医療機器が、体温計、赤外線体温計、電子体温計、デジタル体温計、水銀体温計、さ
らに心拍数を測定するために改良された体温計、血圧計、パルスオキシメーター、および
心拍数測定装置からなる群から選択される、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　該医療機器が体温計である、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　該医療機器が、
第一の導体に動作可能に接続されたサーミスタ、第二の導体に動作可能に接続されたレジ
スタを含む測温プローブ、および、該測温プローブに動作可能に接続された演算装置を含
み、
　ここで、該演算装置は、
　　第一の信号の第一インスタンスを該第一の導体に送信し；
　　温度信号を該サーミスタから受信し、ここで、該温度信号は、該サーミスタからの出
力として該第一の信号の該第一インスタンスを含む；
　　該第一の信号の第二インスタンスを該第二の導体に送信し；
　　該レジスタから基準信号を受信し、ここで、該基準信号は、該レジスタからの出力と
して該第一の信号の該第二インスタンスを含む；
　　該温度信号および該基準信号を処理して、該温度信号と該基準信号との間の関係を決
定し；そして、
　　該関係に基づいて測定温度を計算するように構成されている、
体温計である、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　該データ保存場所が、アプリケーションサーバー、分析サーバー、およびデータベース
を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　該第二のアプリケーションが、位置に基づく該コンテクスト化された医療データをヘル
スマップとして表示する、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　該第二のアプリケーションが、時間に基づく該コンテクスト化された医療データをヘル
スウェザーとして表示する、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　該第二のアプリケーションが該第一のアプリケーションの特徴として提供される、請求
項１に記載のシステム。
【請求項９】
　体温計サブシステムであって、該医療機器サブシステムのユーザーから測定温度および
他の医療データを受信する機能を果たす温度測定アプリケーションを実行するスマートフ
ォンに動作可能に接続された体温計を含む該体温計サブシステム；
　該スマートフォンおよび該温度測定アプリケーションから医療データを受信し、政府情
報源およびソーシャルネットワーキング情報源を含む第三者情報源から医療データを受信
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し、そして該医療データをコンテクスト化された医療データへと集約および分析するよう
に構成されたアプリケーションサーバー、分析サーバー、およびデータベースを有するデ
ータ保存場所；
　該コンテクスト化された医療データの静的バージョンをユーザーに表示する機能を果た
すヘルスマップアプリケーション、
ここで、該ヘルスマップアプリケーションは、位置データに焦点を当て、該コンテクスト
化された医療データを世界規模、全国規模、地方規模、または地域規模で表示する；なら
びに、
　該コンテクスト化された医療データの動的バージョンをユーザーに表示する機能を果た
すヘルスウェザーアプリケーション、
ここで、該ヘルスウェザーアプリケーションは、日／時間データに焦点を当てて、過去デ
ータに基づいた過去、リアルタイムデータに基づいた現在、および予測データに基づいた
未来についての該コンテクスト化された医療データを表示する
を含む、モバイル対応医療システム。
【請求項１０】
　該医療機器が、
第一の導体に動作可能に接続されたサーミスタ、第二の導体に動作可能に接続されたレジ
スタを含む測温プローブ、および、
該測温プローブに動作可能に接続された演算装置を含み、
ここで、該演算装置は、
第一の信号の第一インスタンスを該第一の導体に送信し；
温度信号を該サーミスタから受信し、ここで、該温度信号は、該サーミスタからの出力と
して該第一の信号の該第一インスタンスを含む；
該第一の信号の第二インスタンスを該第二の導体に送信し；
該レジスタから基準信号を受信し、ここで、該基準信号は、該レジスタからの出力として
該第一の信号の該第二インスタンスを含む；
該温度信号および該基準信号を処理して、該温度信号と該基準信号との間の関係を決定し
；そして、
該関係に基づいて測定温度を計算するように構成されている、
体温計である、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　医療機器をユーザーに提供する段階、
患者についての医療データを収集する段階、
該医療データをデータ保存場所に送信する段階、
収集した医療データを既存の医療データと集約してコンテクスト化された医療データを得
る段階、ならびに、
該コンテクスト化された医療データを該ユーザーと共有する段階、
を含む、疾患の発生率および伝播を追跡およびモニタリングするための方法。
 
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本特許出願は、（１）インデル・シン（Ｉｎｄｅｒ　Ｓｉｎｇｈ）およびエド・セガル
（Ｅｄｏ　Ｓｅｇａｌ）を発明者として２０１２年１１月３０日に出願された、表題「モ
バイル対応生物学的監視（ＭＯＢＩＬＥ－ＥＮＡＢＬＥＤ　ＢＩＯＳＵＲＶＥＩＬＬＡＮ
ＣＥ）」の米国仮特許出願第６１７３２０６６号、ならびに、（２）インデル・シンおよ
びエド・セガルを発明者として２０１３年４月１６日に出願された、表題「モバイル対応
医療システム（ＭＯＢＩＬＥ－ＥＮＡＢＬＥＤ　ＨＥＡＬＴＨ　ＳＹＳＴＥＭ）」の米国
仮特許出願第６１８１２６４８号の優先権を主張する。
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著作権情報
【０００２】
　本特許文献の開示の一部は、著作権保護の対象である物品を含む。著作権所有者は、特
許商標局の包袋または記録にあるものとしては特許文献または特許開示がいかなる者に複
製されようとも異議はないが、そうでない場合は何であれ全ての著作権を有する。著作権
２０１２－２０１３　Ｋｉｎｓａ　Ｉｎｃ．
 
本発明の背景
 
発明の分野
【０００３】
　概して、本発明は、医療に関する。
【０００４】
　より具体的には、本発明は、行為について、モバイル演算装置によって収集され、集約
され、分析された、医療データに関する。
【０００５】
　さらに具体的には、本発明は、熱性および関連疾患の伝播を追跡およびモニタリングす
るためのモバイル対応医療システムに関する。
 
背景
【０００６】
　特定の地理的地域またはグループでどの疾患が流行しているかについて医師がほとんど
知識を有しない場合、その診断は困難である。また、親を含む個人が、患者（例えば、小
児）がケアを受けられるように迅速に対応できない可能性、ならびに、迅速に予防措置を
取るために必要な情報を持っていない可能性がある。
【０００７】
　例えば、２００２～２００３年の世界的なＳＡＲＳの大流行は、数週間以内に３０か国
以上に拡散し、致死率１０％を含む何千人もの人々が死亡し、何百億ドルもの経済的損失
を被った。２００９年のブタインフルエンンザ大流行は、全世界での感染率は１１～２１
％であったものの、何億人もの人々が死亡には至らなかった。これは、ブタインフルエン
ンザの病原性が専門家の予想よりもかなり低かったためである。（情報源：世界保健機関
、アジア開発銀行、ＣＩＤＲＡＰ、ブルッキングス研究所、ＢＢＣ）どちらの場合におい
ても、隔離が発令されたが、これらはあまりにも遅かったうえ、それぞれの大流行に関す
るリアルタイムの地理的な位置を特定したデータが根本的に欠如していた。
【０００８】
　モバイル演算装置（例えば、スマートフォン、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤ
Ａ）など）の継続的な普及とともに、多くの人々が、日常活動を遂行するためにそのよう
な装置にますます依存しつつある。例えば、多くのモバイル演算装置使用者は、それらの
モバイル演算装置を用いて、複数の通信活動（電話、電子メール、テキストメッセージな
ど）、購買活動（価格比較、電子商取引など）、および娯楽活動（メディア視聴）を行う
。
【０００９】
　モバイル演算装置にさらなる機能性をもたらすために、該装置に接続および／またはイ
ンターフェースで接続する様々な周辺機器／付属品が存在する。しかしながら、該付属品
は、（ａ）それらを開発するために必要とされる相当な技術的努力、（ｂ）それらの材料
／製造にかかる相当な費用、ならびに（ｃ）該周辺機器を特定のモバイル演算装置に対応
するものとして保証するためにある特定のモバイル演算装置製造者が求めるライセンス料
が原因でかなり高額であることが多い。
【００１０】
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　これらおよび他の考察に関して、本明細書に開示する。
 
先行技術の説明
【００１１】
　疾患の報告は、多くの場合、疾患の伝播速度よりも数週間遅れる。この理由は、従来、
公衆衛生当局が結果の迅速性について妥協の姿勢を見せてきたからであり、たとえ結果報
告が疾患の伝播よりも遅くなるにせよ、警鐘は強く鳴らすことが好まれる。医療データは
認証および試験されなくてはならず、多くの場合、信頼できる研究室または研究室報告ネ
ットワーク（ＬＲＮ）といった情報源に限定されている。例えば、今日、最も広範囲にわ
たって最も良好に追跡された感染性疾患はインフルエンザ(インフルの別名でも知られて
いる)であり、大流行追跡の現在のゴールドスタンダード：提供者主導報告によってモニ
ターされる。毎年、地方、州、および連邦（例えば、疾病管理センター（ＣＤＣ））の医
療従事者は、提供者報告ネットワークを用いてインフルエンザの季節性症例を追跡するが
、週１回のデータ収集、集約、および分析はかなり遅い。（計画的に、インフルエンザサ
ーベイランスデータ収集は、集約および分析のタイムラグを含み週１回の頻度で行う。Ｃ
ＤＣは、従来のインフルエンザ流行期の間のインフルエンザの動向をよりよく理解するた
めに、ウイルスサーベイランス、外来患者疾患サーベイランス、死亡率調査、インフルエ
ンザ関連小児死亡率調査、およびインフルエンザの地理的伝播の概要を用いる。）
【００１２】
　いくつかの実験方法では、疾患関連用語について様々なソーシャルネットワーキングデ
ータ（例えば、Ｔｗｉｔｔｅｒ）を検索することによって、疾患の発生および伝播を予測
することが試みられている。（参照：ジンスベルグ　J（Ｇｉｎｓｂｅｒｇ　Ｊ）、モヘ
ビ　ＭＨ（Ｍｏｈｅｂｂｉ　ＭＨ）、パテル　ＲＳ（Ｐａｔｅｌ　ＲＳ）、ブラマー　Ｌ
（Ｂｒａｍｍｅｒ　Ｌ）、スモリンスキ　ＭＳ（Ｓｍｏｌｉｎｓｋｉ　ＭＳ）、ブリリア
ント　Ｌ（Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｌ）；「インフルエンザ流行をサーチエンジン検索デー
タを用いて検知する（Ｄｅｔｅｃｔｉｎｇ　Ｉｎｆｌｕｅｎｚａ　Ｅｐｉｄｅｍｉｃｓ　
Ｕｓｉｎｇ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｅｎｇｉｎｅ　Ｑｕｅｒｙ　Ｄａｔａ）」、ネイチャー誌　
２００９；４５７：１０１２－４．）しかしながら、そのような試みは自然言語処理にお
けるエラーおよび他の制限に起因する低いＳＮＲ（信号対雑音比）に悩まされている。今
日まで、提供者主導報告に取って代わるかまたはそれに勝る手法は見出されていない。
【００１３】
　加えて、いくつかの特許出願で、これらの問題のうちのいくつかを解決することが試み
られた。
【００１４】
　米国特許出願第２００８／０２００７７４号「着用可能小型インテリジェント医療シス
テム（Ｗｅａｒａｂｌｅ　Ｍｉｎｉ－ｓｉｚｅ　Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ　Ｈｅａｌｔｈ
ｃａｒｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）」（ルオ（Ｌｕｏ）　２００８年８月２１日）は、その要約に
おいて、「１または複数の生体信号センサー、活動センサー、継続的な健康状態モニタリ
ングのためのリアルタイムの検出および分析モジュール、適応的最適化された調節可能な
ユーザー設定モード、重要な健康情報を記録するデータ収集能力、オーディオパスおよび
オーディオインターフェースを介したユーザーに対するオーディオビープ音および音声ア
ドバイスのスマートオーディオ出力、迅速かつ必要な支援のための適切な個人に対するプ
リセットされていて無線通信ネットワークを介してユーザーが確認できるアラーム条件を
含む、ウェアラブル小型インテリジェント医療システムのためのシステムおよび方法。該
システムは、持続的で無痛で非観血的な健康状態モニタリングのための非侵襲的モニタリ
ング技術を用いる。該システムはまた、健康情報を表示するためか、サポートセンター、
医師または個人に緊急連絡を取るためか、あるいは医療センターとの情報伝送のために、
身につけて持ち運ぶＰＤＡまたは携帯電話とつながる短距離ＲＦを介して機能する。」と
開示している。ルオは、個々の患者用の、リアルタイムで継続的に様々なバイタルサイン
および活動センサーを測定して分析するためのウェアラブルデバイスを記載する。ルオは
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、それは主に、特に慢性症状を有する患者である、個々の患者の包括的モニタリングとし
てのその主な価値を有すると記載している。体温は、該デバイスがモニターする多くの測
定値のうちの１つである。しかしながら、ルオは、集団またはグループの健康状態のリア
ルタイムでの把握は提供していない。
【００１５】
　米国特許出願第２０１２／０２４４８８６号「モバイルチャンネルを介して健康情報を
追跡し広める方法および装置（Ｍｅｔｈｏｄ　Ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　Ｆｏｒ　Ｔ
ｒａｃｋｉｎｇ　Ａｎｄ　Ｄｉｓｓｅｍｉｎａｔｉｎｇ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　Ｖｉａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｈａｎｎｅｌｓ）」（ブロム（Ｂｌｏｍ）　２０１
２年９月２７日）は、その要約において、「健康情報を追跡および発信するための手法を
提供する。地理的な位置に対応する健康情報が少なくとも部分的に受け取られる。コンテ
ンツを特定するメッセージを受信するように構成されたユーザー装置に関連付けられた位
置情報が決定される。該位置情報が地理的な位置に含まれているかどうかを決定する。該
メッセージは、該メッセージに補足コンテンツを加えるか、または該コンテンツを修正す
ることによって、ヘルスアラート指標を示すように改変される。ユーザー装置がある地理
的位置または所定範囲内の地理的位置にある場合にユーザー装置への修正メッセージの配
信が、少なくとも部分的に開始される。」と開示している。ブロムの開示は仮説であり、
モバイルチャネルを介して健康についての情報を受信し、それを具体的な地理と対比し、
そして、モバイルチャネルにてその地理に関するヘルスアラートを返送することができる
と記載している。ブロムは、実行に移された正規の製品またはサービスにつながるとは思
われない。
【００１６】
　ＰＣＴ出願　国際公開第２０１３／１３４８４５号　「着用可能小型健康監視システム
および方法（Ｗｅａｒａｂｌｅ　Ｍｉｎｉａｔｕｒｅ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉ
ｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ）」（ルオ（Ｌｕｏ）　２０１３年９月１９
日）は、要約において、「本発明は、額に装着する小型のインテリジェント健康モニタリ
ングシステムおよび対応する方法を提供する。該システムは、連続的な検出および装着者
から収集した生理学的信号のインテリジェントな分析に基づく、装着者の健康状態の連続
的でリアルタイムの痛みのないモニタリングのための非侵襲的モニタリング技術を用いる
。これは、装着者の通常の生活に影響を与えることなく、緊急健康状況についてのインテ
リジェントな警報および警告機能とリアルタイムのインテリジェント健康モニタリングお
よび健康情報の収集とを一体化している。」と開示している。ルオは、様々なバイタルサ
インおよび活動センサーを継続的にリアルタイムで測定して分析するための、個々の患者
用のウェアラブルデバイスを記載する。ルオは、特に慢性症状を有する患者である、個々
の患者の包括的モニタリングとしてのその主な価値を記載する。体温は、該デバイスがモ
ニターする多くの測定値のうちの１つである。しかしながら、ルオは、集団またはグルー
プの健康についてのリアルタイムでの把握を提供していない。
【００１７】
　上記のいずれも、（１）スマートフォンを介して患者から収集された医療データを有す
るシステム、（２）位置データ（地理的な位置を特定したデータ）を含むシステム、（３
）時間データ（過去、現在および未来）を含むシステム、（４）既存のデータと統合させ
るシステム、ならびに（５）より良い行動および結果を可能にするシステムを提供するも
のではない。従って、上記の制限を克服し、上記に列挙された特徴を含むシステムが必要
とされる。
 
本発明の概要
【００１８】
　モバイル対応医療システムのためのシステム、方法、および装置を支える技術を、本明
細書に示す。
【００１９】
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　本発明は、医療コミュニティー（政府機関（例えば、公衆衛生当局）、医療従事者、お
よび家族を含む）に、より良好なバイオディフェンスおよび医療サーベイランスを提供し
、それには、新しく出現した疾患、症候、および／または病原体の早期の警告、計画、お
よび同定が含まれる。
【００２０】
　また、本発明は個人一般に対して、有用な地域の健康状況と事情－特に伝染性疾患の伝
搬について－より良い理解を提供するので、彼らが（ａ）罹患を予防するための行動をと
るか、あるいは（ｂ）疾患の症候の初期徴候にてより迅速に回復させるための適切な行動
をとるかの判断材料となる情報を与え、より適切な行動を促すものである。
【００２１】
　例えば、今日最も広範囲にわたって最も良好に追跡された感染性疾患はインフルエンザ
であり、大流行追跡の現在のゴールドスタンダード：提供者主導報告によってモニターさ
れる。毎年、地方、州、および連邦の疾病管理センター（ＣＤＣ）の医療従事者は、提供
者報告ネットワークを用いてインフルエンザの季節性症例を追跡する。しかしながら、デ
ータ収集、集約、および分析はかなり遅い。本システムは、インフルエンザの追跡を向上
させることができる。
【００２２】
　本システムは、地域コミュニティーにおいてどんな疾患が伝播しているかを、現在の方
法よりも早く、家族および友人を罹患させる前に、人々に知らせることができる。
【００２３】
　個人は罹患を予防するための行動をとる（例えば、手洗い、１本のオレンジジュースを
飲むこと、ビタミンＣの摂取、より十分な休息をとること）ことができ、親は自分の子供
の疾患の最初の徴候に対してより良い対応をすることができ（例えば、連鎖球菌のような
細菌感染症が流行している場合にはより早く医師／内科医（小児科医を含む）にかかる）
、医師は患者に対してより良い診断および治療を提供することができ（例えば、地域の疾
患動向の把握の向上によって）、そして、社会は疾患の追跡およびその伝播を阻止するた
めに必要な手段を有する。
【００２４】
　発熱は、インフルエンザのような伝染性疾患、および下痢性疾患のような非伝染性疾患
の両方である、多くの疾患の初期徴候であるので、発熱データによって、医師のもとに訪
れてもいない段階でいつ最初に体調不良を感じているかを知ることができる。本システム
は、疾患の発症早期に個人からデータを収集することを可能にする。例えば、５歳児が体
調不良である場合、本システムに従ってその体温を測定する。
【００２５】
　本明細書に記載の体温計は、２０１３年４月２６日に出願された、表題「体温測定シス
テムおよび方法（ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥ　ＭＥＡＳＵＲＥＭＥＮＴ　ＳＹＳＴＥＭ　Ａ
ＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ）」の米国特許出願第１３８７１６６０号に、より詳細に記載されて
いる。
【００２６】
　本明細書に記載の体温計は、スマートフォン（または他の演算装置）の電力を使用して
おり、それ自体は最小限の電子機器を内蔵している。そこにはバッテリー、プロセッサ、
またはＬＣＤがなくてもよく、それにより薄さ、柔軟性、および特に小児に対する使い心
地の良さが実現している。要するに、家族（またはグループ）全員についての発熱歴およ
び症候歴を保存し、魅力ある視覚および小児の体温を測定しやすくするという聴覚的経験
を提供することから、本明細書に記載の体温計はより優れた体温計（既存のものよりも）
である。
【００２７】
　一以上の実装において、小児患者は咽喉痛の症状を訴えている。数回の簡単なタップで
、ユーザーは患者の症候を経時的に追跡し、それを医師と共有することができる。子供が
その友人由来の疾患に罹患しているかもしれないので、親は、ユーザーのグループにおい
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て該疾患のレベルがどの程度かを確認するために、ならびに／あるいは他者がどんな疾患
を有するのかを確認するために、該グループの他者による自己報告を通してか、または該
システムに接続している他の医療デバイスを通して、該ユーザーのグループの、例えば、
子供の学校における、健康状態をチェックすることができ、それにより、治療を受けるタ
イミングまたは学校に復帰するタイミングについて、十分な情報に基づいた判断を下すこ
とができる。
【００２８】
　一以上の実装において、ユーザーは、該ユーザーが子供のクラスの他の親と一緒に加わ
っているプライベートグループを確認し、例えば、数人の子供が病気にかかっていること
や、連鎖球菌咽頭炎が流行していることを知ることできる。
【００２９】
　本システムは、プライベートグループに参加することなく地域の健康状況をチェックす
る支援をする。例えば、情報を地図で提供してもよい。データを他者からのデータと組み
合わせて「ヘルスウェザー」を提供してもよく、該「ヘルスウェザー」は、伝染性レベル
およびどんな疾患もしくは症候が広まっているかを、時間と関連づけて（過去については
過去データ、リアルタイムでは現在のデータ、および未来については予測データを）示す
。
【００３０】
　本システムは、熱性および関連疾患の伝播の追跡およびモニタリングを可能にする。本
システムは、介在し、疾患の伝播を阻止し、および／または早期介在によって該疾患に関
連する罹患率または死亡率を低下させるために用いられる、情報に基づく洞察をもたらす
。本システムの全世界における展開は、ヒトの健康に大きな影響を与えるであろう。短期
間で何百万の生命を救う可能性がある。
【００３１】
　従って、本システムは、流行している疾患に関する情報を、個人、その家族、およびそ
の隣人を罹患させる前に提供する。これは、一部には、ヒトの健康についてのリアルタイ
ムマップ、および最新の地域的な健康状況の寸評を提供するマップ以外の可視化を含む、
ヒトの健康についての実施可能なデータ可視化を提供することによって達成される。本シ
ステムのプラットフォーム、システム、および方法は、親が小児を健康に保つのに役立ち
、また、医師および医療システムが疾患の伝播を追跡するのに役立つ。
【００３２】
　これらおよび他の態様、特徴、および利点を、本発明のある特定の実施態様ならびに添
付の図面および特許請求の範囲に付随する記述にさらに記載する。
 
特徴および利点
【００３３】
　本発明の特徴／利点は以下の通りである。
【００３４】
　（１）体温計をユーザーに提供する。該体温計は、演算装置（例えば、スマートフォン
）へのインターフェースを含む。該ユーザーは、患者であっても該患者の介護者であって
もよい。
【００３５】
　（２）該演算装置は、体温計および該体温計にバンドルされた関連ソフトウェアから、
スマートフォンのアプリケーション（例えば、温度測定アプリケーション）を介して、患
者についての医療データを収集する。
【００３６】
　（３）該温度測定アプリケーションは、該医療データをリアルタイムでデータ保存場所
へと送信する。該医療データには、メタデータ、例えば、位置データおよび症候データ（
例えば、患者の実測体温）が含まれる。
【００３７】
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　（４）該医療データは、集約され、ならびに／あるいは既存の過去の医療データ、位置
データ、ソーシャルネットワークデータ、および／または集団の動向または挙動に関する
データと関連付けられる。本発明によって医療データの従来考えられてきた範囲が拡大さ
れたため、現在では、医療データには、症候データ（例えば、患者の体温）、位置データ
、ソーシャルネットワークデータ、および動向／挙動データを含む、あらゆる医療関連デ
ータが含まれることは注目に値する。
【００３８】
　（５）疾患進行アプリケーションおよび／またはヘルスウェザーマップアプリケーショ
ンを、ローカルで（例えば、スマートフォンにおいて）および／または遠隔で（例えば、
サーバーコンピューターにおいて）実行し、例えば、発熱、疾患、および／または症候に
関する情報などの、あらゆる／全ての収集された医療データの処理、共有、および集約を
可能にする。該情報を収集し、他のデータソース（例えば、ＣＤＣの公的医療データ）と
組み合わせる。
【００３９】
　（６）得られた洞察は、公衆衛生当局ならびに医師；親、教師および個人；およびその
他が、様々な疾患の伝播の阻止、予測、追跡および／または対応に取り組むことを可能に
する。例えば、患者は、自身の健康状態を積極的に管理し、その医療データを共有するこ
とが推奨される。
【００４０】
　例えば、本発明により、薬局は適切な時に適切な製品（例えば、タミフル（登録商標）
）をもって適切な顧客をターゲットにする。
【００４１】
　例えば、本発明により、医療データは通信社または他の組織によって（例えば、システ
ムの供給者によってそのアプリケーションを介して）個人に提供され、該個人は、今度は
、それを用いて疾患に対してより良く対応する（例えば、連鎖球菌咽頭炎が広まっている
場合、患者は医師にかかることができる；しかし、広まっているものが感冒である場合、
医師にかかることを避けることができる）か、最初の段階で罹患するのを避ける（例えば
、高レベルの伝染性疾患を有する地域を避けることによって；より頻繁に手洗いを行うこ
とによって）か、あるいは広まっている疾患／病原体への曝露の影響を減少させる（例え
ば、休息か、ビタミンの摂取か、または化学的、生物学的、もしくは心理学的方法を介し
て免疫応答を高める他の活動によって）。
【００４２】
　例えば、本発明により、症候、発熱、および疾患の伝播についてのより有用な地域の動
向情報が得られるので、医師は医療データを用いて患者をより適切に処置できる。例えば
、医師は従来、臨床および地域の動向情報（医師自身による実務から得た）ならびに検査
結果に基づいて患者を処置してきた。医師は、時に、患者が呈している症候が他の患者－
例えば、連鎖球菌の確定診断がされた者－の症候と同様であって患者がそれをここ数日中
に呈示した場合は、検査による確認を行わずに処置し得る。
【００４３】
　例えば、本発明により、公衆衛生当局は、集団において多数の人々が罹患する前に、疾
患の同定、追跡および／または対応を行うことができる。
 
【図面の簡単な説明】
【００４４】
　図面において、密接に関連する図および項目は、同一の番号だが異なるアルファベット
の添え字を有する。プロセス、状態、ステータス、およびデータベースは、それら各々の
機能に基づいて命名される。
【００４５】
　図１Ａは、温度測定サブシステムの例示的な構成を示すハイレベルダイアグラムである
。
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【００４６】
　図１Ｂは、演算装置の例示的な構成を示すハイレベルダイアグラムである。
【００４７】
　図１Ｃは、演算装置の入力キャビティ／ジャックの説明図である。
【００４８】
　図２は、測温プローブの詳細な内部図を示す回路図である。
【００４９】
　図３は、温度を測定する方法の広範囲の態様を説明するルーチンを示すフロー図である
。
【００５０】
　図４は、温度測定サブシステムをキャリブレーションする方法の広範囲の態様を説明す
るルーチンを示すフロー図である。
【００５１】
　図５～６は、本明細書に記載のシステムおよび方法のさらなる態様を示す。
【００５２】
　図７は、該システムの構造の図である。
【００５３】
　図３１は、患者と成人ユーザーを示す。
【００５４】
　図３２は、例示的なスマートフォンにおける例示的なスクリーンショットを示す。
【００５５】
　図３３は、製品包装内および製品包装外の該体温計を示す。
【００５６】
　図３４は、例示的なスマートフォンにおけるにおける例示的なスクリーンショットを示
す。
【００５７】
　図３５は、体温計デザインの画像を示す。
【００５８】
　図３６は、例示的なスマートフォンにおける例示的なスクリーンショットを示す。
【００５９】
　図３７は、例示的なスマートフォンに接続された体温計と、その隣に体温計の製品包装
を示す。
【００６０】
　図１００～２００は、該温度測定アプリケーションのスクリーンショットである。
【００６１】
　図１００は、「スライドメニュー」スクリーンのスクリーンショットである。
【００６２】
　図１０５は、「測温前」スクリーンのスクリーンショットである。
【００６３】
　図１１０は、「測温前」スクリーンのスクリーンショットである。
【００６４】
　図１１５は、「測温中」スクリーンのスクリーンショットである。
【００６５】
　図１２０は、「測温後」（保存前）スクリーンのスクリーンショットである。
【００６６】
　図１２５は、「全ての症候」（無選択）スクリーンのスクリーンショットである。
【００６７】
　図１３０は、「全ての症候」（全選択）スクリーンのスクリーンショットである。
【００６８】
　図１３５は、「測温後」（保存後）スクリーンのスクリーンショットである。
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【００６９】
　図１４０は、「測定値保存」スクリーンのスクリーンショットである。
【００７０】
　図１４５は、「家族プロフィール－ホーム」スクリーンのスクリーンショットである。
【００７１】
　図１５０は、「ユーザープロフィール－履歴ログ」スクリーンのスクリーンショットで
ある。
【００７２】
　図１５５は、「プロフィール作成」スクリーンのスクリーンショットである。
【００７３】
　図１６０は、「ケア探索」スクリーンのスクリーンショットである。
【００７４】
　図１６５は、「緊急ケアの探索－インプット」スクリーンのスクリーンショットである
。
【００７５】
　図１７０は、「緊急ケアの探索－アウトプット」スクリーンのスクリーンショットであ
る。
【００７６】
　図１７５は、「ヘルスマップ」スクリーンのスクリーンショットである。
【００７７】
　図１８０は、「ヘルスカード」スクリーンのスクリーンショットである。
【００７８】
　図１８５は、「ヘルスマップ」スクリーンのスクリーンショットである。
【００７９】
　図１９０は「ヘルスウェザー」スクリーンのスクリーンショットである。
【００８０】
　図１９５は「ヘルスウェザー」スクリーンのスクリーンショットである。
【００８１】
　図２００は、「グループ通覧」スクリーンのスクリーンショットである。
 
好適な実施態様を含む本発明の詳細な説明
 
オペレーション
【００８２】
　概要および序論を通じて、熱性および関連疾患の伝播の追跡およびモニタリングのため
のモバイル対応医療システムを促進および可能にする、様々なシステム、方法、および装
置を本明細書に記載する。
【００８３】
　本発明の以下の詳細な説明においては添付の図面が参照される。ここで、該図面は、本
発明の一部を成すものであり、本発明が実施され得る特定の実施態様を例証として示す。
他の実施態様を用いてもよく、また、本発明の範囲を逸脱することなく構造的に変化させ
てもよいことが理解されるべきである。
【００８４】
　以下の詳細な説明は、モバイル対応医療システムのためのシステム、方法、および装置
を対象とする。言及されたシステム、方法、および装置について、添付の図面である、シ
ステム、方法、および装置の１個以上の図説された実施態様および／または実装を示すも
のを参照して、より詳細に記載する。当業者によって理解されている通り、以下に記載の
図説された実施態様および／または実装はシステム、方法、および装置の単なる例示であ
って、様々な形態で具体化され得るので、該システム、方法、および装置は決して、図説
された実施態様および／または実装に限定されない。従って、本明細書に開示されるあら
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ゆる構造および機能の詳細は、システム、方法、および装置を限定するものと解釈される
のではなく、むしろ、システム、方法、および装置を実行するための１つ以上の方法を当
業者に教示するための、代表的な実施態様および／または実装として提供されることが理
解されるべきである。従って、本発明のシステム、方法、および装置の態様は、全くのハ
ードウェア実施態様、全くのソフトウェア実施態様（ファームウェア、常駐ソフトウェア
、マイクロコード、などを含む）、またはソフトウェアとハードウェアを組み合わせた実
施態様の形態をとることができる。当業者であれば、ソフトウェアプロセスを同等のハー
ドウェア構造に変換することができ、ハードウェア構造それ自体を同等のソフトウェアプ
ロセスに変換することができることを理解し得る。従って、ハードウェア実装に対するソ
フトウェア実装の選択は、設計上の選択の１つであり、実装者に委ねられる。さらに、本
明細書で用いる用語およびフレーズは、制限的性質ではなく、むしろ、該システムおよび
方法の理解可能な説明を提供することを意図するものである。加えて、該システムは１つ
以上の供給者から提供され得るが、本明細書においては単に「システムの供給者」と称す
る。
 
１．ユーザーへの体温計の提供
【００８５】
　医療機器をユーザーに提供する。該医療機器には、演算装置（例えば、スマートフォン
）へのインターフェースおよび患者に関する医療データを記録するための演算装置用のソ
フトウェアが含まれる。該ユーザーは患者であっても該患者の介護者であってもよい。
【００８６】
　当業者によって理解され得る通り、該医療機器は、多くの種類、例えば、体温計（本明
細書に詳細に記載されるような）、赤外線体温計、電子体温計、デジタル体温計、水銀体
温計、さらに心拍数を測定するために改良された体温計、血圧計、パルスオキシメーター
（例えば、患者の指にクリップで留める種類のもの）、心拍数測定装置、および／または
身体もしくは臨床的に関連する特徴を測定するために用いられる他の機器、あるいは、前
述の機器の組み合わせを含む属である。従って、さらに以下に記載される体温計は、本明
細書に記載のシステムにおいて用いられる医療機器のほんの一例である。体温計実施態様
の特有の態様は、高度なソーシャルデータ（共通の原因から早く伝播し得る伝染性疾患ま
たは非伝染性疾患についてのデータ（例えば、汚水が原因の下痢性疾患））を提供するこ
とであるが、一方で、他の機器は同様の高度なソーシャルデータを提供しない。例えば、
個人は、自分らの建物区域内または地域内の熱性疾患を有する他者（体温計の測定値で示
されるような）に対しては、自分らも他者または同様の原因のいずれかに由来して該疾患
に罹患する可能性があるので注意を向け得るが、一方、自分らの建物区域内または地域内
の（血圧計からある程度示されるような）心疾患または高血圧症を有する他者に対しては
、これらの疾患が伝染性でないため、注意を向ける可能性は非常に低い。
【００８７】
　好ましい実施態様（最良の態様）において、体温計サブシステムは、以下の製品仕様を
有する：
０．２インチ（Ｈ）ｘ０．６インチ（Ｗ）ｘ５．２インチ、
ｉＯＳおよびＡｎｄｒｏｉｄに対応、
ケースおよびオプション延長コードを含む（図３３および図３７参照）、
快適性のための薄さおよび高い柔軟性、
バッテリーなし、
プロセッサなし、
ＬＣＤなし。
【００８８】
　低コストの、スマートフォンに接続させたデジタル体温計の類似物を、ユーザーに提供
する。例えば、本明細書に記載されるようなこの機器は、例えば、多くの伝染性疾患の重
要な早期の指標となる発熱に関する医療データ（症候データおよび位置データを含む）を
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収集して送信する。それはまた、他の症候データおよび関連する位置データ（例えば、頻
繁に訪れた場所）をさらなる技術によって収集する。このさらなる技術（例えば、極めて
低いハードウェア－モバイル演算装置接続性を改善する音声信号ベースの通信技術および
プロトコル）を用いて、現在のデジタル体温計の何分の一かのプライスポイントを達成す
ることにより、一般に受け入れられ得る。
【００８９】
　該体温計サブシステムはさらに、以下の通り記載される。
【００９０】
　好ましい実施態様において、サーミスタおよびレジスタを有する測温プローブは、例え
ば、スマートフォン（例えば、ｉＰｈｏｎｅ）などの演算装置のヘッドホンジャックへの
入力用に構成されている。例えば、オーディオトーンなどの信号は、該演算装置によりヘ
ッドホンジャックを介して、例えば、サーミスタに連結されているコネクタなどの該プロ
ーブの導体へと送信される。該プローブから戻される様々な信号を用いて該プローブにて
感知された測定温度を計算する。ある特定の実装において、該プローブは口腔体温計とし
て構成されるが、しかし、当業者により理解され得る通り、本明細書に記載のシステム、
方法、および装置は他のタイプの体温計（限定はされないが、脇式体温計、額式体温計、
耳式体温計、および直腸式体温計を含む）と同様に構成され得ると理解されるべきである
。好ましい実施態様において、該体温計は、該スマートフォンに付属するソフトウェアア
プリケーションとバンドルされている。このソフトウェアは体温計を作動させ、さらなる
ソフトウェアの特徴を該ユーザーに提供する。これらのさらなる特徴によって、該ユーザ
ーは、本明細書に記載の通り、単なる温度測定よりも多くの値を得ることができ、そして
同時に、本明細書に記載の通り、単なる温度／発熱データよりも多くのデータを収集する
ことができる。好ましい実施態様において、体温計は、世界で最も普遍的な医療機器のう
ちの１つであり、ほとんどの家庭に存在しており、よく見られる疾患を確認するために家
庭内において人々によって最初に用いられる機器であるので、該体温計は医療機器に選ば
れる。発熱していない場合であっても、体温計を使用すること自体が、患者が体調不良を
感じていることを示し得る。加えて、体温計は、多くの場合、家庭において、疾患エピソ
ードの経過または処置経過を通して疾患をモニターするために用いられる。これらの理由
から、該スマートフォン接続型体温計によって、システムの供給者は、疾患エピソードの
当初から人々とやりとりを開始し、医師または看護師に接見するかまたは連絡をとる前、
および疾患の経過中、発熱、症候、疾患および他の関連データについてのデータを収集す
ることが可能になる。
【００９１】
　ここでは示されないさらに別の特徴において、該システムの供給者は、症候チェッカー
アプリケーションをスマートフォン接続型体温計に付属するソフトウェアとバンドルさせ
る。症候チェッカー機能は現在、ＷｅｂＭＤおよびＰｅｄｉａｔｒｉｃＳｙｍｐｔｏｍＭ
Ｄからのものを含む、いくつかのウェブまたはモバイルソフトウェアアプリケーションに
含まれている。これらの特徴は、ユーザーの症候に基づいて、該ユーザーが有し得る疾患
のタイプについての情報を該ユーザーに提供する。これにより、このソフトウェアのバン
ドリングは、該システムの供給者が、問題となっている疾患または症候についてのさらな
る地理的な位置を特定したデータを集めて本明細書に記載のモバイル対応医療システムを
向上させることを可能にする。
 
２．患者についての医療データの収集
【００９２】
　体温計、および該体温計とバンドルされた付属のソフトウェアアプリケーションによっ
て、患者についての医療データの収集が可能になる。プライバシーおよびセキュリティー
上の理由から、個人情報（ＰＩＩ）の非特定化を確実なものとし、該個人情報（ＰＩＩ）
への不正アクセスを防ぐために、公知のデータ難読化および暗号化の手段を用いて、この
医療データを匿名にすることができる。
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【００９３】
　図１Ａに進める。例示的な温度測定サブシステム１００を図１Ａに示す。一つの実装に
おいて、温度測定サブシステム１００は、演算装置１０５、例えば、スマートフォンまた
はＰＤＡを含む。演算装置１０５は、図１Ｂにおいてより詳細に図示および説明される。
温度測定サブシステム１００はまた、好ましくは、測温プローブ２０５を含む。測温プロ
ーブ２０５は、図２においてより詳細に図示および説明される。図１Ａに図示される通り
、測温プローブ２０５は、当業者には公知である通り、例えば、（３接点）ＴＲＳまたは
（４接点）ＴＲＲＳコネクタなどの突出コネクタ／プラグ２５０を含むことが理解される
べきである。測温プローブ２０５は、好ましくは、図１Ａに示される通り、および当業者
に公知の通り、該コネクタ２５０が、例えば、ヘッドホンジャック（ＴＲＳ／ＴＲＲＳ入
力）などの演算装置１０５の入力／出力キャビティ１５５に挿入されるように構築される
。入力キャビティ１５５のさらなる図説を図１Ｃに示す。
【００９４】
　次に、図１Ｂに進める。演算装置１０５の例示的な構成を説明するハイレベルダイアグ
ラムを示す。一つの実装において、演算装置１０５は、パーソナルコンピューターまたは
サーバーコンピューターである。他の実装において、演算装置１０５はタブレット型コン
ピューターか、ラップトップコンピューターか、またはモバイル演算装置／スマートフォ
ンであるが、しかし、演算装置１０５は、実質的には、本明細書に記載のシステムおよび
／または方法を具体化することができるあらゆる演算装置および／またはデータ処理装置
であることができることが理解されるべきである。
【００９５】
　演算装置１０５は、例えば、マザーボードなどの回路基板１４０を含み、それは、温度
測定サブシステム１００のオペレーションを可能にする機能を果たす様々なハードウェア
およびソフトウェアコンポーネントに動作可能に接続されている。該回路基板１４０はプ
ロセッサ１１０およびメモリ１２０に動作可能に接続されている。プロセッサ１１０は、
メモリ１２０にロードされるソフトウェアの命令を実行する機能を果たす。プロセッサ１
１０は、特定の実装に応じて、いくつかのプロセッサか、マルチプロセッサコアか、また
はいくつかの他の種類のプロセッサであり得る。さらに、プロセッサ１１０は、いくつか
の異種のプロセッサシステムを用いて実装可能であり、この中で、主要なプロセッサは第
二プロセッサとともに単一チップ上に存在する。別の図説例として、プロセッサ１１０は
同一種類のマルチプロセッサを含む対称型マルチプロセッサシステムであり得る。
【００９６】
　好ましくは、メモリ１２０および／またはストレージ１９０はプロセッサ１１０でアク
セス可能であり、それにより、プロセッサ１１０がメモリ１２０および／またはストレー
ジ１９０に保存された命令を受信して実行することを可能にする。メモリ１２０は、例え
ば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）か、またはあらゆる他の適切な揮発性または不揮
発性のコンピューター可読ストレージメディアであり得る。加えて、メモリ１２０は、固
定または取り外し可能であり得る。ストレージ１９０は、特定の実装に応じて、様々な形
態をとり得る。例えば、ストレージ１９０は、例えば、ハードドライブ、フラッシュメモ
リ、書き換え可能な光ディスク、書き換え可能な磁気テープ、または上記のいくつかの組
み合わせなどの１つ以上のコンポーネントまたはデバイスを含み得る。ストレージ１９０
もまた、固定または取外し可能であり得る。
【００９７】
　１つ以上のソフトウェアモジュール１３０は、ストレージ１９０および／またはメモリ
１２０においてコード化される。該ソフトウェアモジュール１３０は、プロセッサ１１０
において実行されるコンピュータープログラムコードまたは一連の命令を有する１つ以上
のソフトウェアプログラムまたはアプリケーションを含み得る。本明細書に開示のシステ
ムおよび方法の態様に関するオペレーションを実行するための該コンピュータープログラ
ムコードまたは命令は、例えば、Ｊａｖａ（登録商標）、Ｓｍａｌｌｔａｌｋ、Ｃ＋＋、
Ｐｙｔｈｏｎ、およびＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）などのオブジェクト指向プログ
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ラミング言語、および、例えば、“Ｃ”プログラミング言語または同様のプログラミング
言語などの従来の手続き型プログラミング言語を含む、１つ以上のプログラミング言語の
あらゆる組み合わせで記載され得る。該プログラムコードは、スタンドアロンソフトウェ
アパッケージとして演算装置１０５において全てを実行するかまたは演算装置１０５にお
いて一部を実行するか、演算装置１０５において一部を実行してリモートコンピューター
／デバイスにおいて一部を実行するか、あるいは、該リモートコンピューター／デバイス
またはサーバーコンピューターにおいて全てを実行することができる。後者の場合、該リ
モートコンピューターは、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）または広域ネットワー
ク（ＷＡＮ）を含む、あらゆるタイプのネットワークを介して演算装置１０５に接続され
得るか、あるいは、外部コンピューターに接続され得る（例えば、インターネットサービ
スプロバイダーを用いたインターネットを介して）。
【００９８】
　プログラムコード／命令を含む、１つ以上のソフトウェアモジュール１３０は、機能的
な形態で、選択的に取外し可能であり得る１つ以上のコンピューター可読ストレージデバ
イス（例えば、メモリ１２０および／またはストレージ１９０）上に位置している。該ソ
フトウェアモジュール１３０は、プロセッサ１１０による実行のために、演算装置１０５
上にロードされ得るか、または演算装置１０５に移され得る。また、ソフトウェアモジュ
ール１３０のプログラムコードおよび１つ以上のコンピューター可読ストレージデバイス
（例えば、メモリ１２０および／またはストレージ１９０）は、当業者に知られている通
り、本発明によって製造され、および／または分配され得るコンピュータープログラム製
品を形成するといえる。
【００９９】
　いくつかの例示的実施態様において、ソフトウェアモジュール１３０の１つ以上は、温
度測定サブシステム１００内での使用のために、別のデバイスまたはシステムから、通信
インターフェース１５０を経由して、ネットワークを通じてストレージ１９０へとダウン
ロードされ得ることが理解されるべきである。例えば、サーバーコンピューター中のコン
ピューター可読ストレージデバイスに保存されたプログラムコードは、該サーバーコンピ
ューターからネットワークを通じて温度測定サブシステム１００へとダウンロードされ得
る。
【０１００】
　好ましくは、該ソフトウェアモジュール１３０内には温度測定アプリケーション１７０
および／またはキャリブレーションアプリケーション１７２が含まれ、その各々は、プロ
セッサ１１０により実行され得る。該ソフトウェアモジュール１３０、および特に、該温
度測定アプリケーション１７０および／または該キャリブレーションアプリケーション１
７２の実行の間、該プロセッサ１１０は、以下により詳細に記載される通り、演算装置１
０５を用いて体温測定／キャリブレーションに関する様々なオペレーションを実行するた
めに回路基板１４０を構成する。ソフトウェアモジュール１３０、温度測定アプリケーシ
ョン１７０および／またはキャリブレーションアプリケーション１７２はあらゆる数のコ
ンピューター実行可能な形式に具体化され得るとともに、ある特定の実装において、ソフ
トウェアモジュール１３０、温度測定アプリケーション１７０および／またはキャリブレ
ーションアプリケーション１７２は、リモートデバイスで動作する１つ以上のアプリケー
ション、すなわちａｐｐｓ、および／または、例えば、インターネットブラウザおよび／
または専有アプリケーションなどの１つ以上のビューアーにつなげて、演算装置１０５に
て実行されるように構成されている１つ以上のアプリケーションを含むことが理解される
べきである。さらに、ある特定の実装において、ソフトウェアモジュール１３０、温度測
定アプリケーション１７０および／またはキャリブレーションアプリケーション１７２は
、別の演算装置のユーザー（または、演算装置１０５との関連でプログラムを実行するこ
とができるようなあらゆる他のユーザー、例えば、ネットワーク管理者）の要求または選
択にて実行するように構成され得るが、一方、他の実装おいて、演算装置１０５は、肯定
的な実行要求を必要とせずに、ソフトウェアモジュール１３０、温度測定アプリケーショ
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ン１７０および／またはキャリブレーションアプリケーション１７２を自動的に実行する
ように構成され得る。また、図１Ｂは回路基板１４０上に置かれたメモリ１２０を図示す
るが、別の実装において、メモリ１２０は回路基板１４０に動作可能に接続され得ること
も留意すべきである。加えて、以下により詳細に記載される通り、本システムおよび方法
のオペレーションに関する他の情報および／またはデータ（例えば、データベース１８０
）もまた、ストレージ１９０に保存され得ることに留意すべきである。
【０１０１】
　また、好ましくは、ストレージ１９０にはデータベース１８０が保存されている。ある
特定の実装において、データベース１８０は、当業者に公知の方法で、温度測定サブシス
テム１００の様々なオペレーションの間、継続的に用いられる様々なデータ項目および要
素を含み、および／または保持する。データベース１８０は演算装置１０５に局部的に構
成されていると示されが、ある特定の実装において、当業者に公知の方法で、データベー
ス１８０および／またはそこに保存されている様々なデータ要素は遠隔に存在し（例えば
、リモートデバイスまたはサーバーコンピューター上に（示さず））、ネットワークを介
して演算装置１０５に接続されることに留意すべきである。
【０１０２】
　通信インターフェース１５０はまた、回路基板１４０に動作可能に接続されている。通
信インターフェース１５０は、該演算装置１０５と外部デバイス、マシーンおよび／また
は要素との間の通信を可能にするあらゆるインターフェースであり得る。好ましくは、通
信インターフェース１５０は、限定はされないが、モデム、ネットワークインターフェー
スカード（ＮＩＣ）、統合ネットワークインターフェース、無線周波数送信機／受信機（
例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、セル方式、ＮＦＣ）、衛星通信送信機／受信
機、赤外線ポート、ＵＳＢ接続、ならびに／あるいは演算装置１０５を他の演算装置およ
び／または、例えば、プライベートネットワークおよびインターネットなどの通信ネット
ワークに接続するためのあらゆる他のそのようなインターフェースを含む。通信インター
フェース１５０は、実質的には、回路基板１４０への／からの通信を可能にするあらゆる
インターフェースであり得ると理解されるべきであるが、そのような接続には、有線接続
または無線接続（例えば、８０２．１１規格を使用）が含まれ得る。
【０１０３】
　温度測定サブシステム１００のオペレーションの間の様々なポイントにて、演算装置１
０５は、例えば、１つ以上の個人および／または組織により制御および／または維持され
るような１つ以上の演算装置と通信可能である。そのような演算装置が、当業者に公知の
方法で、データを演算装置１０５に／から送信および／または受信することにより、好ま
しくは、該温度測定サブシステム１００のオペレーションの維持および／または向上が開
始される。そのような演算装置は、当業者に知られている通り、演算装置１０５と直接通
信であり得るか、演算装置１０５と間接通信であり得るか、および／または演算装置１０
５と通信で連係し得ることが理解されるべきである。
【０１０４】
　以下の記載において、ある特定の実施態様および／または実装は、例えば、図１Ａの温
度測定サブシステム１００などの１つ以上のデバイスにより実施される行為および記号で
表現されたオペレーションに関して説明される。従って、そのような行為およびオペレー
ションには、これは時に、コンピューターで実行されるまたはコンピューターに実装され
ると表現されるが、構造化された形態でデータを表す電気信号のプロセッサ１１０による
操作が含まれることが理解されるであろう。この操作は、データを変換し、および／また
はコンピューターのメモリシステム中の場所（例えば、メモリ１２０および／またはスト
レージ１９０）にて維持され、それは、当業者に理解される方法で、システムのオペレー
ションを再構成し、および／またはそうでなければ変化させる。データが保持されている
データ構造は、該データの形式によって定義される特定の特性を有するメモリの物理的記
憶場所である。しかしながら、実施態様を以下に記載するものの、該方法に構造的な制限
をもたらすことを意図せず、そこでは異なる実施態様が実施され得る。該異なる例示的実
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施態様は、温度測定サブシステム１００について図示されるものに加えて、またはその代
わりのコンポーネントを含むシステムにおいて実施され得る。図１Ａおよび１Ｂに示され
る他のコンポーネントは、示される例示的実施例から変更され得る。異なる実施態様は、
プログラムコードを実行することができるあらゆるハードウェアデバイスまたはシステム
を用いて、実施され得る。別の説明例において、温度測定サブシステム１００は、特定用
途のために製造または構成される回路を有するハードウェアユニットの形態をとり得る。
このタイプのハードウェアは、オペレーションを実施するように構成されるコンピュータ
ー可読ストレージデバイスからメモリにロードされるプログラムコードを必要とせずに、
オペレーションを実施することができる。
【０１０５】
　例えば、演算装置１０５は、いくつかのオペレーションを実施するように構成された回
路システム、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブル論理デバイス、または
いくつかの他の適切なタイプのハードウェアの形態をとり得る。プログラマブル論理デバ
イスに関して、該デバイスは、いくつかのオペレーションを実施するように構成されてい
る。該デバイスは、いくつかのオペレーションを実施するように、後で再構成され得るか
または恒久的に構成され得る。プログラマブル論理デバイスの例としては、例えば、プロ
グラマブル論理アレイ、プログラマブルアレイ論理、フィールドプログラマブル論理アレ
イ、フィールドプログラマブルゲートアレイ、および他の適切なハードウェアデバイスが
挙げられる。このタイプの実装に関して、該異なる実施態様のプロセスはハードウェアユ
ニットにおいて実装されるので、ソフトウェアモジュール１３０を除外することができる
。
【０１０６】
　さらに別の説明例において、演算装置１０５はコンピューター中のプロセッサおよびハ
ードウェアユニットの組み合わせを用いて、実装され得る。プロセッサ１１０は、ソフト
ウェアモジュール１３０を実行するように構成されているいくつかのハードウェアユニッ
トおよびいくつかのプロセッサを有し得る。この実施例において、該プロセッサのいくつ
かはいくつかのハードウェアユニットにおいて実行され得る一方で、他のプロセッサはい
くつかのプロセッサにおいて実行され得る。
【０１０７】
　別の実施例において、バスシステムを実装することができ、また、該バスシステムは、
例えば、システムバスまたは入力／出力バスなどの１つ以上のバスを含み得る。もちろん
、該バスシステムは、該バスシステムに取り付けられた異なるコンポーネントまたはデバ
イスの間のデータの移行を提供するあらゆる適切な種類のアーキテクチャを用いて、実行
され得る。加えて、通信インターフェース１５０は、データを送信および受信するために
用いられる、例えば、モデムまたはネットワークアダプターなどの１つ以上のデバイスを
含み得る。
【０１０８】
　実施態様および／または実装は、コンピューターによって実行される、例えば、プログ
ラムモジュールなどのコンピューター実行可能命令の一般コンテクストで記載され得る。
一般的に、プログラムモジュールは、ルーチン、プログラム、オブジェクト、コンポーネ
ント、データ構造などの、特定のタスクを実施するか、または特定の抽出データ型を実行
するものを含む。
【０１０９】
　さらに、本明細書で言及される様々な演算装置およびマシーンは、演算装置１０５を含
むものの、限定はされず、個々／単一のデバイスおよび／またはマシーンとして本明細書
において言及されるが、ある特定の実装において、該言及されたデバイスおよびマシーン
、ならびにそれらの関連および／または付随するオペレーション、特徴、および／または
機能は、当業者に知られている通り、例えば、ネットワーク接続などのあらゆる数のデバ
イスおよび／またはマシーンを通じて、配置され得るか、または用いられ得ることが理解
されるべきである。
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【０１１０】
　次に、図２に進める。測温プローブ２０５の詳細な内部図を示す回路図を提供する。上
述の通り、ある特定の実装において、測温プローブ２０５は、当業者に知られている通り
、例えば、ＴＲＳまたはＴＲＲＳコネクタなどの突出コネクタ／プラグ２５０を含む。測
温プローブ２０５はまた、好ましくは、サーミスタ２１０およびレジスタ２２０を含む。
サーミスタ２１０は、コネクタ２５０の特定の部分または領域に及ぶ導体２１５に動作可
能に接続されている。サーミスタ２１０は、好ましくは、当業者に知られている通り、温
度に従って抵抗を変化させることが理解されるべきである。サーミスタ２１０は、例えば
、±０．１℃の許容誤差を有するような、デジタル口腔体温計において用いられる標準型
のサーミスタであり得る。レジスタ２２０は、コネクタ２５０の別の部分または領域に及
ぶ別の導体２２５に動作可能に接続されている。図２は、コネクタ２５０の該部分、およ
び各部分に関連する様々なコネクタの構成の例を示す。例えば、導体２１５は該コネクタ
２５０の「左」部分（左のステレオヘッドホンチャネルに対応）に及ぶ一方、導体２２５
は該コネクタ２５０の「右」部分（右のステレオヘッドホンチャネルに対応）に及ぶこと
が理解され得る。本明細書により詳細に記載されるように、該様々な導体２１５、２２５
を通じて信号を送信および受信することによって、演算装置１０５はプローブ２０５にて
感知された測定温度を計算することができる。
【０１１１】
　ある特定の実装において、測温プローブ２０５はまた、スイッチ２３０を含む。スイッ
チ２３０の起動によって、該導体２１５は、サーミスタ２１０から切断されてレジスタ２
２０に接続され得る。加えて、ある特定の実装において、当業者に公知の方法で、該スイ
ッチ２３０の起動はサーミスタ２１０を接地させる機能を果たす。
【０１１２】
　温度測定サブシステム１００のオペレーションおよび上記の様々な要素およびコンポー
ネントは、図３～４と併せて以下に記載の方法によって、さらに理解されるであろう。
【０１１３】
　次に、図３に進める。ルーチン３００を示すフロー図を記載し、これは、本明細書に開
示の少なくとも１つの実施態様による温度測定のための方法の広範囲の態様を図示する。
いくつかの本明細書に記載の論理オペレーションは、（１）演算装置１０５で実行される
一連のコンピューターに実装された行為またはプログラムモジュールとしてか、ならびに
／あるいは（２）演算装置１０５内の相互接続されたマシーン論理回路または回路モジュ
ールとして、実装されることが理解されるべきである。該実装は、デバイスの必要要件（
例えば、サイズ、エネルギー、処理、性能など）に応じて選択できる事項である。従って
、本明細書に記載の論理オペレーションは、オペレーション、段階、構造デバイス、行為
、またはモジュールとして様々に言及される。上述の通り、様々なこれらのオペレーショ
ン、段階、構造デバイス、行為、およびモジュールは、ソフトウェア中、ファームウェア
中、専用のデジタル論理回路中、およびそれらのあらゆる組み合わせにおいて、実行され
得る。また、実行され得るオペレーションは、図中および本明細書に記載されるよりも多
くても少なくてもよいことが理解されるべきである。これらのオペレーションはまた、本
明細書に記載の順序とは異なる順序で実行され得る。
【０１１４】
　該プロセスは、段階３０５にて、好ましくは、温度測定アプリケーション１７０および
／またはキャリブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモジュール１
３０の１つ以上を実行するプロセッサ１１０にて開始され、第一の信号の第一インスタン
ス（a first instance）を導体２１５に送信するように演算装置１０５を構成する。ある
特定の実装おいて、該言及された第一の信号（および本明細書で言及される様々な他の信
号）は、好ましくは、オーディオトーン（例えば、１ｋＨｚトーン）であることが理解さ
れるべきである。さらに、該信号は、好ましくは、当業者に知られている通り、例えば、
左のヘッドホン出力のような、ヘッドホンジャック１５５の特定の出力を介した出力であ
ることが理解されるべきである。その際、該トーンは、コネクタ２５０にて導体２１５に
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より受信され得る（それはまた、左のヘッドホンに対応しており、従って、そこに挿入さ
れる場合は、ヘッドホンジャック１５５の適切な出力範囲に調整される）。
【０１１５】
　次いで、段階３１０にて、好ましくは、温度測定アプリケーション１７０および／また
はキャリブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモジュール１３０の
１つ以上を実行するプロセッサ１１０は、該サーミスタ２１０から温度信号を受信するよ
うに、演算装置１０５を構成する。好ましくは、該温度信号は、サーミスタ２１０からの
出力としてかまたはサーミスタ２１０から戻された第一の信号（すなわち、段階３０５に
て送信された信号）の第一インスタンスに対応する。その際、当業者に知られている通り
、サーミスタ２１０から戻された信号の振幅が測定され得る。当業者に公知の方法で、サ
ーミスタ２１０の抵抗を決定するために、段階３０５にて送信された信号および段階３１
０にて受信された信号の振幅が比較され得る。従って、当業者に知られている通り、簡単
な抵抗分割回路に基づいて、サーミスタ２１０の抵抗が大きいほどこの信号は小さいもの
であり得ることが理解され得る。
【０１１６】
　段階３１５にて、好ましくは、温度測定アプリケーション１７０および／またはキャリ
ブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモジュール１３０の１つ以上
を実行するプロセッサ１１０は、適宜、第一の信号の第二インスタンス（a second insta
nce）を導体２２５に送信するように演算装置１０５を構成する。
【０１１７】
　次いで、段階３２０にて、好ましくは、温度測定アプリケーション１７０および／また
はキャリブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモジュール１３０の
１つ以上を実行するプロセッサ１１０は、レジスタ２２０から基準信号を受信するように
演算装置１０５を構成する。好ましくは、該基準信号は、レジスタ２２０からの出力とし
ての第一の信号（すなわち、段階３０５にて送信された信号）の第二インスタンスに対応
する。
【０１１８】
　段階３２５にて、好ましくは、温度測定アプリケーション１７０および／またはキャリ
ブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモジュール１３０の１つ以上
を実行するプロセッサ１１０は、該温度信号および該基準信号を処理して、該温度信号（
段階３１０にて受信される）と該基準信号（段階３２０にて受信される）の関係を決定す
るように、演算装置１０５を構成する。このレシオメトリック法の使用は、他の導体（例
えば、図２中のＣ２およびＲ２）ならびに演算装置１０５の入力回路のあらゆる影響およ
び許容誤差を打ち消すことが理解され得る。
【０１１９】
　次いで、段階３３０にて、好ましくは、温度測定アプリケーション１７０および／また
はキャリブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモジュール１３０の
１つ以上を実行するプロセッサ１１０は、段階３２５にて決定された関係に基づいて測定
温度を計算するように、演算装置１０５を構成する。
【０１２０】
　次に、図４に進める。本明細書に開示の少なくとも１つの実施態様によって、温度測定
サブシステムをキャリブレーションするための方法の広範囲の態様を図示するルーチン４
００を示すフロー図が記載される。
【０１２１】
　プロセスは段階４０５にて開始し、ここで、好ましくは、温度測定アプリケーション１
７０および／またはキャリブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモ
ジュール１３０の１つ以上を実行するプロセッサ１１０は、スイッチ２３０を起動するよ
うに、演算装置１０５を構成する。上記の通り、スイッチ２３０の起動によって、導体２
１５はサーミスタ２１０から切断されて（段階４１０）、レジスタ２２０に接続される（
段階４１５）。スイッチ２３０の起動はまた、サーミスタ２１０を接地させ得る（段階４
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２０）。
【０１２２】
　次いで、段階４２５にて、好ましくは、温度測定アプリケーション１７０および／また
はキャリブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモジュール１３０の
１つ以上を実行するプロセッサ１１０は、第一の信号の第三インスタンスを導体２１５に
送信するように、演算装置１０５を構成する。
【０１２３】
　段階４３０にて、好ましくは、温度測定アプリケーション１７０および／またはキャリ
ブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモジュール１３０の１つ以上
を実行するプロセッサ１１０は、レジスタ２２０からキャリブレーション信号を受信する
ように、演算装置１０５を構成する。好ましくは、該キャリブレーション信号は、該レジ
スタ２２０からの出力としての第一の信号／レジスタ２２０から戻された第一の信号の第
三インスタンスに対応する。
【０１２４】
　次いで、段階４３５にて、好ましくは、温度測定アプリケーション１７０および／また
はキャリブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモジュール１３０の
１つ以上を実行するプロセッサ１１０は、キャリブレーション信号（段階４３０にて受信
される）および該温度信号（段階３１０にて受信される）を処理するように、演算装置１
０５を構成する。その際、該キャリブレーション信号と該温度信号との間の１つ以上の相
違が確認され得る。
【０１２５】
　演算装置１０５の左および右のヘッドホン出力が全く同一であることを確実にする方法
はないという事実を考慮すると、言及されたキャリブレーション方法が必要であり得るこ
とが理解され得る。従って、スイッチ２３０は、通常モードとキャリブレーションモード
の間の切り替えを行うことができる。キャリブレーションモードにおいて、左のヘッドホ
ン出力（導体２１５に対応）はレジスタ２２０に接続されており、サーミスタ２１０は接
地端子に接続されている。実質的には、これは、左および右のヘッドホン出力接続を交換
し、演算装置１０５が左および右のヘッドホン出力の間の差を正確に決定できるようにす
る、シミュレーションをする。キャリブレーションモードにおいて、該キャリブレーショ
ンモードがいつ起動されたかを演算装置１０５が確実に決定できるように、サーミスタ２
１０は接地端子（右のヘッドホン出力の代わりに）に接続されている（該演算装置が右の
ヘッドホン信号を駆動する場合には入力はないであろう）ことに留意すべきである。
【０１２６】
　段階４４０にて、好ましくは、温度測定アプリケーション１７０および／またはキャリ
ブレーションアプリケーション１７２を含む、ソフトウェアモジュール１３０の１つ以上
を実行するプロセッサ１１０は、段階４３５にて確認された相違に基づいて次の計算をキ
ャリブレーションするように、演算装置１０５を構成する。
【０１２７】
　図５は、測温プローブ２０５の別の実装を示しており、そこには、筺体、ヘッドホンプ
ラグ、サーミスタ、ＰＣＢセクション（例えば、図６に示される通り）、ＤＣ電源（該Ｄ
Ｃ電源部分（Ｄ１、Ｃ２）は、アナログｍｕｘのオペレーションのために、左チャネル出
力において、該オーディオトーンから約１．６ボルトを生じさせる）、基準レジスタ（該
基準レジスタ部分（Ｒ１、Ｒ２）は、３７Ｃでのサーミスタの値に一致する）、ｍｕｘ選
択（該ｍｕｘ選択セクション（Ｄ２、Ｃ３、Ｒ３）は、右チャネル出力において、オーデ
ィオトーンからｍｕｘ選択を生成する）、アナログｍｕｘ（該アナログｍｕｘセクション
（Ｕ１）は、サーミスタまたは基準レジスタを左チャネル出力からｍｉｃカプラーに接続
する）、および／またはｍｉｃカプラー（該ｍｉｃカプラーセクション（Ｒ４、Ｒ５）は
スマートフォンのマイクロホン入力に対して適切な抵抗（６．８Ｋ）を示す。該ｍｉｃカ
プラーセクションはまた、左チャネル出力を的確な量まで減衰させ、該スマートフォンの
マイクロホン入力に接続する）が含まれる。
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【０１２８】
　さらに、ある特定の実装において、本明細書に記載の方法は以下の通り構成され得る。
【０１２９】
　温度測定アプリケーションが該マイクロホン入力にて正確な抵抗を検出すると、該左の
チャネル出力にてトーンを出力する。
【０１３０】
　該温度測定アプリケーションは、該マイクロホン入力での振幅を測定し、それを該サー
ミスタ測定値として保存する。
【０１３１】
　該温度測定アプリケーションは、該右のチャネル出力にてトーンを出力する。
【０１３２】
　該温度測定アプリケーションは、マイクロホン入力での振幅を測定し、それを基準抵抗
測定値として保存する。
【０１３３】
　該スマートフォンアプリケーションは、該サーミスタ測定値と該基準抵抗測定値の比を
用いてサーミスタ抵抗を計算する。
【０１３４】
　該温度測定アプリケーションは、計算されたサーミスタ抵抗ならびにサーミスタＲＴテ
ーブルまたはサーミスタＲＴ方程式を用いることにより、サーミスタ温度を計算する。
【０１３５】
　次に、図１００～２００を参照すると、該温度測定アプリケーションのスクリーンショ
ットが示されている。以下は、該温度測定アプリケーションの実施態様の機能および画面
情報の概要である。図１００に示す通り、「スライドメニュー」スクリーンは、複数の他
のスクリーンから（左上の隅にあるメニューアイコンを介して）、例えば、全体として図
１４５に、一部として図１００（すなわち、スクリーンの右側に）に示される「今すぐ測
定」スクリーンからなど、アクセス可能である。
【０１３６】
　該「スライドメニュー」スクリーンには、３つのメインメニュー：「健康」メニュー、
「グループ」メニュー、および「設定」メニュー、が含まれる。該「スライドメニュー」
スクリーンと同様に、該「設定」メニューは複数の他のスクリーンから（右上の隅にある
設定アイコンを介して）アクセス可能である。
【０１３７】
　（１）該「健康」メニューは：
「測定」機能、
「家族プロフィール－ホーム」スクリーン（図１４５）、
「ケア探索」スクリーン（図１６０）、および、
「ヘルスマップ」スクリーン（例えば、図１７５）、
へのアクセスを提供する。
【０１３８】
　該「測定」機能は、該「家族プロフィール－ホーム」スクリーン（図１４５）からアク
セス可能である。該「今すぐ測定」の選択肢を選択した後、ユーザーは、スマートフォン
の入力キャビティ／ジャック（この実施例においては、ヘッドホンジャック）からあらゆ
るヘッドホン／イヤホンを取り外し、体温計を該ヘッドホンジャックに挿入する（場合に
よって延長コードを用いる）ように、視覚的に促される（図１０５）。
【０１３９】
　次に、該ユーザーは、体温計を患者の口に挿入するように視覚的に促される（図１１０
）。
【０１４０】
　次に、「測温中」スクリーン（図１１５）は、適宜、視覚要素を表示し、音声を流すが
、その両方とも病気の子供の気を紛らわせるために設計されている。これらの特徴は、各
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患者のプロフィールから有効／無効にされ得る。
【０１４１】
　次に、「測温後」スクリーン（図１２０）が表示され、ユーザーに、患者が有している
可能性がある他の症候を確認するように促す。この実施例において、可能性がある症候と
しては、咽喉痛、咳、呼吸困難、頭痛、疲労、悪心／嘔吐、悪寒、胃痛、耳痛、下痢、体
の痛み、および鼻閉が挙げられる。ユーザーが、「全ての症候を参照」の選択肢を選択す
る場合、「全ての症候」スクリーン（図１２５は何も選択されていない状態を示し、図１
３０は全て選択された状態を示す）が表示される。再び図１２０を参照すると、該実施例
において、該ユーザーは症候として咳を選択した。該測定温度は、スクリーンの上部にデ
ジタル的に、および左側面に沿って従来のアナログの液体温度計のように、表示される（
図１３５）。該ユーザーは、「測定値保存」選択肢を選択して測定値を保存するか、ある
いは「破棄」選択肢を選択して測定値を破棄することができる。図１４０に示す通り、保
存された測定値は患者（この実施例においては、ネイサンまたはキャシー）の保存された
プロフィールに関連付けられるか、あるいは、ユーザーは「プロフィール追加」選択肢を
選択することにより新しいプロフィールを追加することができる。この特徴によって、診
断またはケアの向上のために、ユーザーが患者の症候を経時的に追跡し、この履歴を、例
えば、医師または他の医療提供者などの他者と、あるいは、患者が親の管理下にある場合
には配偶者またはベビーシッターと共有して、子供への経時的で適切なケアを確実なもの
とすることが可能であることが理解され得る。また、この特徴によって、同時に、システ
ムの供給者が症候に関するさらなる地理的な位置を特定したデータを集めることが可能に
なることが理解され得る。
【０１４２】
　「家族プロフィール」スクリーン（図１４５）から、ユーザーは、「今すぐ測定」選択
肢を選択することができるか、「プロフィールの追加」選択肢を追加することができるか
、あるいは患者（この実施例においては、ネイサンまたはキャシー）についての保存プロ
フィールにアクセスすることができる。「ユーザープロフィール－履歴ログ」スクリーン
（図１５０、この実施例においては、ネイサン）から、患者の症候履歴が、「症候追加」
選択肢とともに表示される。該「家族プロフィール」スクリーンから該「プロフィール追
加」選択肢が選択される場合、「プロフィール作成」スクリーン（図１５５）が表示され
、「プロフィール保存」選択肢を選択することにより該プロフィールを保存することがで
きる。
【０１４３】
　「ケア探索」スクリーン（図１６０）から、ユーザーは、「９１１に電話」、「近隣の
緊急ケアを探す」、および「看護師に電話」を含む専門的ケア選択肢、および「投薬表」
（薬物療法の推奨される用量レベルを含む）および「体温計の交換依頼」を含む参考選択
肢から選択することができる。「近隣での緊急ケアの探索」選択肢が選択されると、「緊
急ケアの探索－インプット」スクリーン（図１６５）が表示され、ここで、例えば、場所
、日時、および保険などの情報を入力することができる。該ユーザーが「ケア探索選択肢
」選択肢を選択する場合、「緊急ケアの探索－アウトプット」スクリーン（図１７０）が
表示され、該「緊急ケアの探索－アウトプット」スクリーンには、該ユーザーによって入
力された情報に基づく結果が含まれる。表示された結果は、距離、名称、ユーザー評価、
および他の選択肢によってフィルターをかけることができる。この特徴の使用によって、
該システムの供給者は処置－探索行動についてのさらなるデータを集めることができる。
【０１４４】
　「ヘルスマップ」スクリーン（図１７５）から、ユーザーは、地図上での自分の現在位
置を知ることができ（この実施例においては、サンフランシスコのミッション地区）、公
知のスマートフォン地図ナビゲーション手段を用いて、地図上でズームインまたはズーム
アウトできる。選択した地域について、表示された地理的地域における患者について収集
された医療データが、図１８０および図１８５に示す「ヘルスカード」スクリーンにある
ように表示される。これらのスクリーンは、特定の地理的地域における、健康全般、伝染
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性、報告された疾患、および直近に報告された症例（この実施例において、感冒について
の）を、テキストおよび／または非テキスト要素で示す。図１８５に示す「ヘルスカード
」をタップすると、「ヘルスウェザー」スクリーン（図１９０および図１９５）が表示さ
れる。ここでは、時間に基づくデータが該「ヘルスマップ」スクリーンにおいて表示され
た位置データに加えられる、すなわち、例えば、過去の医療データ（過去データ）、現在
の医療データ（リアルタイムデータ）、および未来の医療データ（予測データ）が組み込
まれる。テレビの気象予報者が、過去の気象データ、現在の気象状況、（未来）気象予報
についての情報をテレビ視聴者に提供するのと同じように、「ヘルスウェザー」は、地理
的地域またはグループに関する過去の、現在の、および（未来）予測される健康について
、ユーザーに情報を提供するために、時間データを組み込む。この特徴によって、システ
ムの供給者は様々な症候および疾患の位置および存在についての情報を集めることができ
、それにより本明細書に記載のモバイル対応医療システムが向上され得る。
【０１４５】
　（２）「グループ」メニューは、ユーザーが既に作成したかまたは参加したグループに
対応するスクリーン（図２００）、および「新規追加」選択肢である、「グループ作成」
スクリーン（示さず）を表示する、へのアクセスを提供する。グループへの参加によって
、該システムの供給者は様々なユーザーの間の関係についての情報を把握できることが、
理解され得る。この情報には、（ａ）ユーザーと他のユーザーの交流といった、人と人の
関係である、疾患または症候の伝播の迅速性、および／またはどのユーザーが他者に疾患
／症候を伝播させ得るかについての情報を把握するために用いることができるもの、なら
びに（ｂ）どのユーザーがどの場所を頻繁に訪れているかといった人と場所の関係である
、疾患伝播の中心点を解析し、疾患が主に伝播している場所を把握するために用いること
ができるものが含まれる。この特徴の好ましい実施態様において、学校（保育園および早
期教育センター、幼稚園、小学校、ならびに高等学校を含む）は、予め組み込まれたユー
ザー参加可能グループである。あらゆる親により理解され得る通り、学校は、例えば、と
りわけ、インフルエンザおよび連鎖球菌咽頭炎を含む、多くの伝染性疾患の伝播の主な中
心点である。学校における疾患の状況の把握によって、おそらくはおよそ１週間後に、該
疾患／症候がより広い成人のコミュニティーにどのような影響を与え得るかについての有
力な予測分析を行うことができる。
【０１４６】
　「グループ通覧」スクリーン（図２００）は、ユーザーのグループ（この実施例におい
て、ジョンソンさんの小学校１年生のクラス）について収集された医療データを表示する
。該「ヘルスカード」スクリーンと同様に、該「グループ通覧」スクリーンは、特定のグ
ループにおける、健康全般、伝染性、報告された疾患、および最近報告された症例（この
実施例においては、高熱および連鎖球菌咽頭炎の症例）を、テキストおよび／または非テ
キスト要素で示す。加えて、グループページは、公知のスマートフォンメッセージング手
段を用いたメッセージング機能を有する。
【０１４７】
　（３）「設定」メニューは、「アカウント設定」スクリーン（示さず）および「ヘルプ
センター」スクリーン（示さず）へのアクセスを提供する。
【０１４８】
　ここには示さない、さらなる「疾患見通し」特徴において、該システムの供給者は該ユ
ーザーに、例えば、該ユーザーが保菌者である／であった場合、および該ユーザーがもは
や保菌者でないであろう場合などの、該ユーザーの疾患についての有用な情報を提供する
。この情報は、確定された医師の診断についてユーザーが該ソフトウェアとバンドルされ
ているスマートフォンアプリケーションに入力する情報と交換で、ユーザーに提供される
。そのような見通し情報は、ユーザーにとって価値があり、また、医師から患者にほとん
ど提供されないことが理解され得、医師は診断および処置について伝えることをより重視
する。そのような特徴は、スマートフォン接続型体温計とバンドルされている場合、ユー
ザーに動的に示され得ることが理解され得る。例えば、ユーザーが３日間高熱を有する。
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この場合、該ユーザーは、１日間だけ発熱していた場合よりも、既に医師にかかった可能
性が高い。該アプリケーションは、ユーザーに「医師にかかったか？」と質問する。この
段落に記載されている通り、該ユーザーが「はい」を入力すると、該アプリケーションは
、伝染性についての情報を該ユーザーに提供するために、該ユーザーにいくつかのさらな
る質問をする。そのような特徴によって、該システムの供給者は、確定された疾患の地理
的な位置を特定したデータ、または該疾患の様々な側面における地理的な位置を特定した
データを含む、他のデータを集めることができるであろうことが理解され得る。しかし、
伝染性はそのような特徴が該ユーザーに提供し得る１つの情報であることも、理解され得
る。他のそのような情報を提供することもでき、これにより、この特徴の価値が高められ
、その使用が促進され、疾患の地理的な位置を特定したデータを集める該システムの能力
が向上される。
 
３．データ保存場所への医療データの送信および収集された医療データの既存の医療デー
タとの集約
【０１４９】
　また、症候および疾患の位置データの収集を可能にする様々な技術も本明細書に記載さ
れる。そのような技術の構成要素には、携帯電話のアプリケーション、ソフトウェア、お
よび既存のヘルスケア製品およびデバイスの専有技術、ならびに、収集されたデータの、
既存の過去の医療データおよび／または位置データ、ソーシャルネットワークデータ、な
らびに／あるいは集団の動向／挙動のデータとの集約を可能にする方法およびシステムが
含まれる。記載の技術の様々な実装は、新しく出現した疾患、症候、および／または病原
体の早期の警告、計画、および同定を含む、バイオディフェンスおよび健康サーベイラン
ス設定において、かなりの利点をもたらす。
【０１５０】
　温度測定アプリケーションが医療データ（例えば、測定温度）を保存した後、該医療デ
ータは、公知の送信手段を用いてスマートフォンからデータ保存場所に送信され得る。一
実施態様において、該データ保存場所には、公知の手段を用いてデータベース中にデータ
を保存するように動作可能なサーバーコンピューターが含まれる。
【０１５１】
　さらに、ある特定の実装において、他の利点の中でもとりわけ、本明細書に記載の様々
な方法およびシステムによって決定／確認された医療データ（例えば、体温データ）を、
様々な健康関連事象の追跡および予測を可能にするために、さらに収集し、解析し、そし
て利用することができる。ある特定の実装において、医学的に正確なリアルタイムおよび
／または位置データ（例えば、様々な症候および／または疾患に関するデータ）を、様々
なリモートサイト／デバイス、例えば、スマートフォン（例えば、本明細書に記載の様々
な測温技術を備えたもの）にて受信／作成して、データ保存場所に送ることができる。様
々な実装において、あらゆる数のモバイル演算装置、アプリケーション、周辺機器／専有
技術、および／または既存のヘルスケア製品／デバイスを、医療データの確認および／ま
たは収集ができるように、互いにインターフェースで接続することができることが理解さ
れ得る。また、そのようなデータを、収集された医療データの正確性をさらに高めて向上
させるために（高い信号対雑音比（ＳＮＲ）の確保）、既存の過去の医療データ（位置に
基づくデータ、および／またはソーシャルネットワークデータを含む）と集約および／ま
たは相互の関係を比較することができ、さらに、そのような位置データおよび／またはソ
ーシャルネットワークデータを考慮した医療データの分析を可能にする。その際、他の特
徴および利点の中でも特に健康サーベイランスおよびバイオディフェンス追跡システムを
展開することができ、例えば、新しく出現した疾患、症候、および／または病原体の早期
警告、計画、および同定が可能になる。
【０１５２】
　本明細書に記載の技術は、従来の提供者主導報告およびより最近の計算による試みより
も多数の利点を提供する。患者が通常いる場所（例えば、家、職場など）において患者か
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ら医学的に正確なデータを収集することによって、医療システムに入力する（例えば、医
師または病院を訪れる）前でさえも、本明細書に記載の技術は、現在の提供者主導報告シ
ステムのタイムラグを克服して高い報告レベルを保証するだけでなく、高いＳＮＲを容易
にして疾患の流行およびバイオテロ事件をほぼリアルタイムで発見することができ、これ
は他の医療データ集約方法よりもかなり早期かつ正確である。加えて、収集および分析さ
れた医療データを、提供者から、地理（すなわち、位置データ）から、ソーシャルネット
ワーク（すなわち、ソーシャルネットワークデータ）から、および／または挙動／動向（
すなわち、挙動／動向データ）からの医療データと組み合わせることにより、さらに処理
して、流行モニタリングに関する予測能力をもたらすことができる。
【０１５３】
　本明細書に記載の通り、体温計とバンドルされたアプリケーションソフトウェアの使用
によってか、または他の手段またはチャネルによって収集され、その後、本明細書に記載
のモバイル対応医療システムによって集約され、相互の関係を比較され、および／または
分析され得る医療データの例としては、限定はされないが：
１．疾患；
２．症候データ；
　　ａ．全身症状（例えば、発熱）；
　　ｂ．特定の疾患を示す特定の症候（例えば、クループの存在の強いシグナルである犬
吠咳）；
　　ｃ．他の主要な症候；
３．上記の疾患および／または症候の発生時間；
４．患者がよく訪れる場所；
５．患者が通常、物理的に近接している他者；
６．患者の年齢；
７．温度測定アプリケーション内のユーザーの挙動；
　　ａ．温度測定アプリケーションおよび特定の特徴／機能の使用頻度；
　　ｂ．いつユーザーが新しい場所またはグループを作成するか；および、
　　ｃ．いつユーザーが他者を招待するか、
　　ｄ．注記：上記のデータは患者の健康に対するユーザーの警戒を示し得る（患者およ
び温度測定アプリケーションのユーザーは同一または異なる人であってよいことに留意す
る）。警戒は、３つの側面：（１）処置警戒（罹患時に患者はどの程度警戒するか）、（
２）予防警戒、および（３）保護者警戒（または介護者警戒）に従って考慮され得る。他
の行動関連事項であってもよい：
８．ユーザーのソーシャルネットワーク中の他者；
９．ヘルスケア製品のクーポンの利用（疾患／症候を示す）；ならびに、
１０．患者が受けている処置、
が挙げられる。
【０１５４】
　上記の通り、本明細書に記載の様々な技術は、通常利用可能なヘルスケア製品／デバイ
スと一緒に現在利用可能な携帯電話技術（例えば、スマートフォン）を用いて実装され得
ることが、当業者によって理解され得る。
 
４．医療データの共有
【０１５５】
　本発明によれば、医療データは、１つ以上のアプリケーションを介して、患者、ユーザ
ー、および／または一般大衆と共有され得る。
【０１５６】
　本発明によれば、ヒトの健康についてのリアルタイムマップが作成される。ヒトの健康
についてのマップには、どこで、いつ、どんな種類の疾患が伝播しているかについての情
報、および関連する関係性データ（例えば、どのグループ、学校、および位置（地理的中
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心地）に、これらの疾患が関連するか）が含まれる。
【０１５７】
　例えば、該温度測定アプリケーションは発熱および位置に関するデータをデータ保存場
所に送信し、一方、スマートフォン接続型体温計とバンドルされた付属のソフトウェア特
徴はさらなる地理的な位置を特定した医療データ（例えば、本明細書に記載のような、症
候、特定の疾患および関係性データ）をデータ保存場所に送信する。一旦、発熱および位
置に関するこのデータがデータ保存場所に送信されると、発熱のレベル、症候、疾患、こ
れらが発生している場所、それらの発生率、それらの有病率、ならびに、それらが伝播し
ているか暴露されたかまたは曝露されると見込まれる一定数の人に伝播し得る率をより深
く把握するために、該データは他のユーザーからのデータと集約される。該アプリケーシ
ョンは、病人の間の相対的近接性および関係性について決定および／または説明し、そし
てさらに、そのようなデータは、例えば、過去の医療データおよび本明細書に記載の他の
外部データソースと関連付けられる。次いで、警報および状況（例えば、発熱のレベルま
たは関連症候、それが存在する場所、ユーザーの子供の学校に存在するかどうか）を含む
情報は、モバイル演算装置での処理（例えば、温度測定アプリケーションを介して）のた
めにユーザーに送信し戻される（すなわち、共有される）。また、この情報を、一部は病
気でなくてもよい他のユーザーと共有することができるので、他のユーザーは、例えば、
第一に罹患を回避するために、自分の地域における健康状況を把握することができる。
【０１５８】
　ヘルスウェザーマップアプリケーションはデータ保存場所で実行され、例えば、ヒトの
発熱、疾患、および／または症候に関する医療データなどの収集されたあらゆる／全ての
医療データの処理、共有、および集約を可能にする。そのような医療データは、例えば、
本明細書に記載の通り収集され、さらに、本明細書に記載の通り、他のデータソースと組
み合わされる。該ヘルスウェザーマップアプリケーションからのコンテクスト化された医
療データは、スマートフォンモバイルアプリケーションにおいて、および／またはウェブ
ブラウザを介して、表示される。その際、公衆衛生当局などは、疾患の伝播を追跡し、予
測／予報する。さらに、他の健康関連団体および組織（例えば、薬局のような民間セクタ
ー組織）は、適切な製品（例えば、タミフル（登録商標））および治療介入をターゲット
にすることができ、また、収集／分析されたデータに基づいて、診断において医師を支援
するための状況を提供される。加えて、ある特定の実装において、ソーシャルネットワー
キング機能は、個人、家族、およびコミュニティーに直接関連する医療動向の視覚的表現
を可能にし、また、一方で、医療資源のより良い使用を促進することにより、より良い結
果を可能にする。
【０１５９】
　次に、システムのアーキテクチャの図である、図７に進める。体温計１０１０は、例え
ば、スマートフォンなどのモバイルデバイス（示さず）で動作するモバイルアプリケーシ
ョン１０３０（例えば、温度測定アプリケーション）に接続している。該体温計１０１０
、該スマートフォン（示さず）、および該モバイルアプリケーション１０３０は、一緒に
、スマートフォンサブシステムを形成する。該体温計１０１０は、患者（示さず）の口に
患者または別のユーザー（示さず）によって挿入され、モバイルアプリケーション１０３
０と一緒に、患者の測定温度を計算する。該測定温度は、該スマートフォンサブシステム
により収集され得る医療データの一種である。
【０１６０】
　モバイルアプリケーション１０３０のユーザーがある特定の行為を完了すると、イベン
トが始動され、データが作成され（挙動／動向データソース１０６０）、医療データ（挙
動／動向データを含む）がスマートフォン（示さず）からデータ保存場所１０５０（示さ
ず）に送信され、同じく、該データ保存場所は、アプリケーションサーバー１０５３、分
析サーバー１０５６、およびデータベース１０５９を有する。そのような引き金となるイ
ベントの例としては、限定はされないが、以下が挙げられる：
１．ユーザーが温度測定を完了すると、温度データ、日／時データ、地理的位置データが
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データ保存場所１０５０に送信される。
２．ユーザーが症候を選択し、それをプロフィールに保存すると、症候データ、日／時デ
ータ、および地理的位置データがデータ保存場所１０５０に送信される。
３．ユーザーが、自身が医師にかかったかどうかを示すと、新しい疾患エピソードがデー
タ保存場所１０５０に送信される。
４．ユーザーが診断を選択すると、疾患データ、日／時データ、および地理的位置データ
がデータ保存場所１０５０に送信される。
５．ユーザーが診断特異的質問に答えると、地理的な位置を特定したデータおよび該質問
（また、疾患エピソードにも関連する）への応答がデータ保存場所１０５０に送信される
。
６．ユーザーがグループに参加すると、ユーザーとグループ間の関連性データがデータ保
存場所１０５０に送信される。
７．ユーザーがグループを作成すると、該グループ名および、適宜、該グループの地理的
位置がデータ保存場所１０５０に送信される。
要するに、アプリケーションを使用している間のほぼ全てのユーザーの行為がデータを生
み出し、該データはデータ保存場所１０５０に送信され得る。
【０１６１】
　挙動／動向データソースの例としては、集団の動向に関するデータ、例えば、動向を追
跡する携帯電話からのデータ（例えば、Ｆｏｕｒｓｑｕａｒｅ、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｌａｔｉ
ｔｕｄｅ、Ｇｌｙｍｐｓｅ、Ｌｉｆｅ３６０、ＭａｐＴｒａｃｋ）、および出席情報（例
えば、学校から）が挙げられる。
【０１６２】
　スマートフォンで動作するモバイルアプリケーション１０３０および関連するアプリケ
ーションのユーザーによって生み出されるデータに加えて、該データ保存場所１０５０は
、例えば、公的医療データソース１０７４およびソーシャルネットワーク１０７８などの
外部データソース１０７０（示さず）からのデータを受信する。公的医療データソース１
０７４の例は、ＣＤＣ公的医療データである。ソーシャルネットワーク１０７８データの
例は、疾患に関連する用語についての様々なソーシャルネットワーキングデータ（例えば
、Ｔｗｉｔｔｅｒ）の検索から得られるデータである。ソーシャルネットワーク１０７８
データの別の例は、様々なＡＰｌを介してアクセス可能なＧｏｏｇｌｅデータである。
【０１６３】
　該データ保存場所１０５０にて、収集されたデータは集約され、分析されて、コンテク
スト化された医療データ（すなわち、状況を含む医療データ）が得られる。その後、選択
されたコンテクスト化された医療データは、ウェブブラウザ１０２０および／またはモバ
イルアプリケーション１０３０を動作させる演算装置（示さず）に、インターネット１０
４０を介して共有され得る。２種類のデータ、すなわち、以下が共有に最も理想的に適し
ている。
（１）データの静的表現（位置データに焦点を当てる）は、「ヘルスマップ」と称され、
世界規模、全国規模、地方規模、または地域規模であり得る。地域の「ヘルスマップ」は
、スマートフォンで閲覧するのに理想的に適している。
（２）データの動的表現（日／時データに焦点を当てる）は「ヘルスウェザー」と称され
、以下の３つの構成要素を有する：
　　（ａ）過去（過去データに基づく）；
　　（ｂ）現在（リアルタイムデータに基づく）；および、
　　（ｃ）未来（予測データに基づく）。
 
５．より良い結果のための対応
【０１６４】
　従って、患者が医療システムに入力する前に周期的に提供されるものを含む、ユーザー
によって提供される症候、発熱、および疾患データの収集、集約、および／または分析を
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通して、本明細書に記載の技術は、例えば公衆衛生およびバイオサーベイランスといった
場合において、大きな利点および効率をもたらす。
【０１６５】
　さらに、ある特定の実装において、特徴が組み込まれ／統合され、それにより、収集さ
れたデータに基づいて生み出され得るように、関連のある利用可能な情報が生み出されて
、ユーザーに提供される（例えば、患者が最初に体調を崩した時にすべきことに関する情
報、ならびに、該患者の地元で広まっている疾患または症候に関する情報）。
【０１６６】
　加えて、ある特定の実装において、様々な特徴および機能は、疾患伝播の中心点の確認
および自己報告された可能性がある確認診断の確認を助けるために、より微妙な症候デー
タの収集を可能にする。例えば、該温度測定アプリケーションを用いて、ユーザーはナー
スコールセンターのトリアージプロトコルに基づく「ウィザード」チェックリストと相互
に情報をやりとりすることができる。そうすることで、該ユーザーは、適切な次の段階を
決定し、発熱以外の症候をリアルタイムで提供できるようになる。多くの患者は、罹患し
ていることを最初に確認する時に関心のピークを迎えるものであり、この間の特徴の戦略
的ポジショニングによって、収集されたデータの広範な改ざんを軽減することができるこ
とが理解され得る。加えて、他の医療データソースおよび位置ベースのアプリケーション
とのプラットフォーム統合は、ノイズに対するセカンダリーバッファとして機能を果たし
得る。
【０１６７】
　ある特定の実装において、本明細書に記載の様々な技術により生み出されるデータ（例
えば、画像など）によって、一次評価基準（例えば、インフルエンザ流行期の始まり／ピ
ークを確認するため）として、報告症例の数および報告された症例の適時性を用いて、提
供者主導報告からの結果に対する評価／検証が行われ得る。
 
他の実施態様
【０１６８】
　現時点では、前述の大部分は、温度を測定するため、および／または温度測定サブシス
テムのキャリブレーションのためのシステム、方法、および装置に関するものであるが、
本明細書に開示のシステムおよび方法は、シナリオ、状況、設定において、言及されたシ
ナリオをはるかに超えて、同様に、展開および／または実装され得ることに留意すべきで
ある。
【０１６９】
　図面中の同様の数字はいくつかの図中の同様の要素を表しており、また、該図を参照し
て記載および図示された構成要素および／または段階の全てが全ての実施態様または実装
に必要とされるわけではないことが理解されるべきである。実施態様、実装、および／ま
たは本明細書に開示のシステムおよび方法の実装は、ソフトウェアアルゴリズム、アプリ
ケーション、プログラム、モジュール、またはハードウェア中に存在するコード、ファー
ムウェアおよび／またはコンピューターで使用可能なメディア（ソフトウェアモジュール
およびブラウザプラグインを含む）として組み込まれ得ることが理解されるべきであり、
それは、プロセッサおよび／または他の要素を構成して本明細書に記載の機能および／ま
たはオペレーションを実施するために、コンピューターシステムまたは演算装置のプロセ
ッサにおいて実行され得る。少なくとも１つの実施態様によって、実行された場合に本発
明の方法を実施する１つ以上のコンピュータープログラム、モジュール、および／または
アプリケーションは、単独のコンピューターまたはプロセッサ上に存在する必要はないが
、モジュール方式でいくつかの異なるコンピューターまたはプロセッサの間に分配されて
、本明細書に開示のシステムおよび方法の様々な態様を実施することができることが理解
されるべきである。
【０１７０】
　従って、本システムおよび方法の例示的実施態様および実装は、体温を測定するため、
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に実装された方法、コンピューターシステム、およびコンピュータープログラム製品を提
供する。図中のフローチャートおよびブロック図は、様々な実施態様および実装によるシ
ステム、方法、およびコンピュータープログラム製品の、実施可能なアーキテクチャ、機
能、およびオペレーションを図示する。これに関して、該フローチャートまたはブロック
図中の各ブロックは、特定の論理機能を実装するための１つ以上の実行可能な命令を含む
、モジュール、セグメント、またはコード部分を示し得る。いくつかの別の実装において
、該ブロック中に記された機能は図中に記された順序に従って生じなくてもよいことに留
意されるべきである。
【０１７１】
　例えば、連続して示される２つのブロックは、実際には、実質的に同時に実行されても
よいか、あるいは該ブロックは関与する機能に応じて逆の順序で実行される場合があって
もよい。また、該ブロック図および／またはフローチャート説明図の各ブロック、ならび
に該ブロック図および／またはフローチャート説明図中のブロックの組み合わせは、特定
の機能または行為、あるいは専用ハードウェアおよびコンピューター命令の組み合わせを
実施する専用ハードウェアベースシステムによって実装され得ることも留意され得る。
【０１７２】
　例えば、データ保存場所のコンポーネント（アプリケーションサーバー、アプリケーシ
ョンサーバー、およびデータベースを含む）は、１つ以上の物理コンピューター、１つ以
上の仮想コンピューター、中央または分散型コンピューター、あるいはそれらのあらゆる
組み合わせにおいて実装され得る。
【０１７３】
　例えば、別の実施態様において、該システムは、ヒト以外を冒す疾患に関連して、ヒト
の代わりに動物、ヒトの医師の代わりに獣医師と連動するように適応される。
【０１７４】
　本明細書で用いられる表現および用語は、単に、特定の実施態様を説明することを目的
とするものであり、本発明を制限することを意図するものではない。本明細書で用いる通
り、単数形「１つの」および「該」は、文脈上明らかに他の意味を示す場合を除き、複数
形も含むことを意図する。用語「含む」および／または「含んでいる」は、本明細書で用
いられる場合、記載された特徴、整数、段階、オペレーション、要素、および／またはコ
ンポーネントの存在を明確に述べるものであるが、１つ以上の他の特徴、整数、段階、オ
ペレーション、要素、コンポーネントおよび／またはそれらのグループの存在または追加
を除外するものでないことが、さらに理解されるであろう。本明細書における「含んでい
る」または「有している」およびその変形の使用は、それ以降に記載される事項およびそ
の同等物ならびに追加事項を含むことを意図する。
【０１７５】
　上記は、例示を意図するものであって、制限を意図するものではないことが理解される
べきである。多くの他の実施態様は、上記を概観することによって当業者に理解されるで
あろう。従って、本発明の範囲は添付の特許請求の範囲を参照して決定されるべきであり
、ならびに、かかる特許請求の範囲と同等の全ての範囲に権利が与えられる。
【０１７６】
　上記の対象事項は、例示のみを目的として提供されており、制限事項として解釈される
べきではない。本明細書に記載の対象事項に対して、図説および記載された実施態様およ
び適用の例に従うことなく、ならびに、以下の特許請求の範囲に記載されている本発明の
真の精神および範囲から逸脱することなく、さまざまな改変および変更を行うことができ
る。
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